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公的研究費

公的研究費
大学の研究費は
国費（税金）や寄付金等の
公的資金により賄われている

研究費使用ルールがある
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国民および寄付者の大学教育研究に対する
信頼に応えること（裏切らない）

教職員・学生が安心して教育研究等を
おこなえる環境をつくること（守る）

研究費使用ルールの目的
研究者を束縛するためではない

公的研究費
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• 研究機関名
• 不正が行われた年度
• 不正支出の総額
• 不正の種別

• 不正に関与した研究者数

京都大学
平成23〜26年度
約5億670万円
過大な支出、架空取引、
目的外使用、入札妨害

4人

 契約手続︓仕様について具体的な内容や範囲
が明確に残されておらず、架空発注が可能な状
況であった（架空の支払、2重払いなど）。 

 納品検査︓大型ケージの納品検査に関して検
査を実施した者の認識が十分ではなかった。

懲戒処分（令和2年11月24日付）
懲戒解雇（2名）、停職2月（1名）、停職1月（1名）、
戒告（2名)

産経新聞WEB版（令和2年11月9日付）
https://www.sankei.com/article/20201109-5XSCXEDBBNKH5ERYQRGVLOXFEQ/ 4



無駄遣いはしない

私的に使わない

ルールを守りましょう

研究費の使い方

研究費は公のお金で
個人のお金ではありません

公的研究費
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研究費の使い方（学生のみなさん）

重要︕
研究費による物品の購入は
指導教員の指示を受けてから

勝手に注文するのはダメです

公的研究費
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使用不正の例

教職員などの研究者での不正例
架空請求により不正に支出させた経費を
業者に預け金として管理させること

出張を取り止めたのに、偽りの出張報告
書を作成し、不正に旅費を受領

カラ発注

カラ出張

実体を伴わない給与，または謝金の請求カラ謝金
・雇用

懲戒処分、研究機関や文科省HP等での公表、返還
（加算金）、申請及び参加資格の制限、信用の失墜 7



文部科学省「研究機関における公的研究費の管理・監査の ガイドラインについて（管理者向け）令和4年3月」より8



カラ発注

国立Cセンター（平成18年度）
概要︓当該研究者は、平成17年4月から平成18年10月まで海外の大学で

研究に従事しており、同年 11月にS大学への就職が内定したことから、当初予定
より特別研究員の採用期間が短縮することになり、当該年度において交付を受け
ていた科学研究費補助金（特別研究員奨励費）を期限内に執行できないた
め、カラ発注による預け金を行った。
措置︓当該研究者は、日本学術振興会特別研究員として受け入れていたた

め国立Cセンター職員就業規則及び職員懲戒規程が適用されず処分不能とし
た。

使用不正の例-1

文部科学省の不正使用事案から要約と匿名化して引用

検収体制の不備
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カラ出張

S大学（平成24年度から29年度）
概要︓当該教員は、出張の必要がない旅費申請や出張の必要がある場合

も、宿泊数を水増しした事実と異なる旅費申請を行い、申請どおりに実施した旨の
虚偽の旅行完了報告を提出し、不正に旅費を取得していた。なお、旅費申請を
行う際に添付する資料として、学会等の開催通知が添付されていた場合でも、存 
在しない研究会の開催要項やその研究会で使用したとするプレゼン資料を偽造す
る形で不正に経費を取得していた事案もあった。
措置︓当該教員を本学就業規則に基づき、平成30年12月19日付で「停職

2月」の懲戒処分を行った。交付中又は委託契約中の公的研究費の取扱い調査
期間中は保全措置及び研究費の執行停止を行った。認定後は研究費の使用中
止を命じた。

使用不正の例-2

文部科学省の不正使用事案から要約と匿名化して引用 10



学生が巻き込まれる不正の実例カラ出張

T大学（平成9年度から11年度）
概要︓実際にはしていない調査を実施したかのように装う、 カラ出張が行われて

いた。カラ出張を申請する際には研究室 が「旅行命令伺」などの申請書式見本を
大学院生らに示し、 その内容どおりに記入して提出するように指示。カラ出張により
生じた金銭は研究室の経費に充当していた。出張旅費約900万円のうち、約50
万円がカラ出張とみられている。
措置︓平成18年に返還および5年間の科学研究費補助金の応募資格停

止措置。また、大学側の対応としては懲戒処分（退職勧告つき停職1年）を
行った。

慶應義塾大学の不正使用事例集から要約して引用

使用不正の例-3
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カラ雇用

W大学（平成11年度から15年度）
概要︓勤務実態がない学生を雇用したかのように見せかけて、アルバイト代とし

て学生の口座に振り込まれた研究費を、 学生から研究室代表名義の口座に入
れさせた。
事件発覚︓内部からの情報提供に基づく、資金元による調査で発覚。その

研究費は学会参加費、研究室の運営費に使用 されたほか、私的にも流用さ
れた。
措置︓平成18年に返還および5年間の科学研究費補助金の応募資格停

止措置。また、大学側の対応としては懲戒処分（退職勧告つき停職 1 年）
を行った。
慶應義塾大学の不正使用事例集から要約して引用

使用不正の例-4

学生が巻き込まれる不正の実例
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合算使用の制限のルールに違反した使用

K大学（平成22～23年度）
概要︓助教が代表者の科研費を、（元）教授がK大学に講座の長として着任後、

科研費を取得できなかった人も研究できるように科研費を講座で一括管理して使用する
と一方的に決定し、助教が獲得した科研費が共通物品の購入に充てられた。
事件発覚︓助教による訴状の提出。
措置︓（元）教授はK大学に在籍しておらず、K大学による処分は出来なかった。

助教は不正使用に対する故意、重過失のみならず、善管注意義務違反もないと判断
された。

使用不正の例-5
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不正使用防止の取り組み

【通報窓口】
国立大学法人
〒903-0213

琉球大学総務部総務課
沖縄県中頭郡西原町字千原1番地

＊電話による受付時間は，平日の9時00分〜17時00分です．

1) 不正通報等を受け付ける際には，通報者の氏名・連絡先，不正行為を行ったとする研究者・グループ，
不正行為の態様，行為とする根拠等について確認させていただくとともに，調査にあたって通報者に協力を求め
る場合があります．

2) 調査の結果，悪意に基づく虚偽の通報等であった場合には，当該通報した者の氏名 を公表するなどの措
置を講ずることがあります．

TEL: （098）895-8176
FAX: （098）895-8013
e-mail: sosmninh@acs.u-ryukyu.ac.jp
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さらに詳細を知りたい・・・

「公的研究費使用ハンドブック」
研究推進課のホームページからダウンロードできます．

琉球大学 総合企画戦略部 研究推進課
> 研究活動上の不正行為防止・公的研究費の不正使用防止
> 公的研究費使用ハンドブック

https://gspd.skr.u-ryukyu.ac.jp/gakusaibu/kenkyu/wp-
content/uploads/2023/11/02.handbook2023第10訂.pdf

不正使用防止の取り組み
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正しく研究費を使って
充実した学生生活や研究生活を
送りましょう

不正使用防止の取り組み
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